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がマスター方程式に従 うと仮定 して,久保 ･松尾 ･北ikt2)のIL-1-展開の方法を使用す
る｡
全スピン数 Nは一定であり,上向き(+)スピンの数 N.を独立変数 とすると,下向き(i
スピン数 N_,磁化M-N.-N_は定まる.また全スピン対の数Qも一定であり,+-
-スピン対の数 Q+を独立変数とすると,+一十スピン対の数 QH,一一一対の数 Q__
は夫々下の関係を満たす｡
Q- QJ QJ Q__-%N






















Ⅹ 1 -M/N xl+-N+/N xl_=N_/N





(x)-忘 ∑ (2r)1(2S)n2 W(M,Q-了 Mヰ-2r Q.･2S)
r-1,-1

































∂∂11 - -(2/T;)∂011+CX∂xl+ β∂x2 (cx<o)
となるoゆっくり変化する x1- 0..空間で考えると, Ⅹ L～ 0 の不安定点付近からは
分散は平均値の 2倍の速 さで大きくな り,真の平衡点-引かれるが,吸い込み口が上を
向いている (下図 )ので.分散には極大が表われ る｡
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